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ブリティシユ・フリーシアン種およびその交雑種に関する研究

第2報　雌子牛の発育について

中垣　一成・佐藤　勇喜・石田′」、十郎・山口　博司

（秋　田　県　畜：試）

1　ま　え　が　き

本県においては，山腹畜産の推進に適した品種とし

て．昭和40年末，英国よりプリティシュ・フリーシ

アン種を輸入し，その増殖を行ってきた。

本試験においては，プリティシユ・フリーシアン種

（以下F種）およびその交雑踵（プリチッシユ・フリ

ーシアン種×現有ホルスタイン種，以下FIH隆）につ

いて，その品種的特性を明らかにするため，41年以

降生産されたF種およびアつ桂の雌子牛の発育状況を

調査し，若干の成績がまとまったのでその概要を報告

する。

2　試．験　方　法

1　供　試　牛

供試牛は，F種では当場において，昭和41年2月

から同48年‘月まで，FD穂では昭和44年6月から

同47年2月に生産された雌子牛である。

2　飼養管理方法

飼養管理方法は，生後5日令まで自然哺乳とし，以

後50日令まで全乳による哺乳を行った。また，人工

乳y（粉末）の給与期間は，生後6日令より120日令

までとし，冬期はルースノミーソ牛舎内パドックで乾草

自由採食としたが，8カ月令以降サイレージも与えた。

夏期は6カ月令以前は同様な飼養法であるが，それ以

降は昼夜放牧とした。濃厚飼料はDCI）15乳　TI）N

70努のものを120日令以降1日2昭あて与えた。そ

の他，同型食塩を自由摂取させた。

5　調査項目

発育状況：体重および体各部位（10部位）について

生時，5，8，12，18および24カ月令について測

定した。

5　試験繹果および考察

発育状況

体重：F種およびFD種の月令経過による発育状況

にっいて，ホルスタイン種正常発育楔準値（以下標準）

と比較した。すなわち，生時体重はF種58．4±4．2吻

（n＝17）．FD種5史1±4・4昭（n；19）であり，

標準平均値45．4±11．4柳こ比べ低い値であった。生

後8カ月令に連すると，両者ともほぼ標準平均値とな

ったが，F種がFD種をわずかに上回る発育を示した。

12カ月令では，両者とも標準平均値と下限値のほぼ

中間の発育を示したが，F種の体重は下か種に比べ4．1

喝低かった。18カ月令では両者とも標準下限値以下

となり増体は鈍化したが，FD種はF種を上回る発育

を示した。24カ月令にいたると，両者とも標準範田

内に属し，F種は標準平均値と下限値の中間であった

が，F D種は標準平均値を上回った。

体高：F種は5カ月令まで標準平均値を上回る発育

を示したが，8カ月令に至り標準平均値と下限値の間

にとどまり，12カ月令以降24カ月令まで下限値を下

回る発育であった。

FD種は，6カ月令まで標準平均値を上回る発育を

示したが，6カ月令以降24カ月令まで標準平均値と

下限値の間に推移した。また，pか種の各月令におけ

る発育はp穂を上回る発育であった。

体長：下種は6カ月令まで，標準平均値と下限値の

間を推移したが，12カ月令に至り下限値を下回り以

後24カ月令までそのまま推移した。甘工＝瞳は8カ月

令まで標準平均値を上回る発育を示したが，8カ月令

以降12カ月令まで標準平均値と下限値の間にあり，

12カ月令以降F種と同様な傾向を示したが，下種を

上回る発育であった。

胸囲：F種は6カ月令まで標準平均値とほぼ同様な

発育をし，12カ月令以降24カ月令までの発育は，

標準平均値と下限値の間を推移した。F D種ではdカ

月令まで標準平均値を上回る発育を示したが，12カ月

令にいたり平均値を下回り，◆ァ種に比べ発育は低い値

を示した。18カ月では標準平均値まで発育が回復し，

以後24カ月令に至り，標準平均値を著しく上回る発

育を示した。

胸探：ア種および下か種とも，胸田とほぼ同様な傾

向を示した。

胸幅：ア種は‘カ月令までほぼ標準平均値と同様な

発育を示したが，以後12カ月令まで平均値と下限値
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の間に推移した。12カ月令から18カ月令までの発

育は下限値を下回ったが，24カ月令に至り標準平均

値と下限値の間に回復した。pD種は5カ月令までア

種と同様な発育を示したが，5カ月令以降6カ月令ま

まで標準平均値と下限値の間に，また，6カ月令以降

12カ月令まで下限値を下回る発育であった。その後，

発育は標準平均値と下限値の間を推移した。

尻長：生時におけるF種は，FD種を上回る値を示

したが，5カ月令では標準平均値と同様な発育を示し

た。6カ月令以降両者とも下限値を下回る発育であっ

た。

腰角幅：下種およびF D種とも，8カ月令までは，

ほぼ標準平均値と同様な発育を示したが12カ月令以

降下限値およびそれを下回る発育であった。

かん幅：F種およびyD税とも，尻長と同様な傾向

を示し，8カ月令以前は，標準範囲内の発育を示した

が，dカ月令以降は下限値に準じた発育に推移した。

坐骨幅：甘桂およびy D種とも，8カ月令まではほ

ぼ標準平均値を上回る発育を示したが，それ以降F種

では，下限値とほぼ同様な発育をし，24カ月令では

標準平均値と下限値の間に遷した。FD種は12カ月

令以降24カ月令まで下限値を下回る発育であり，か

附表1　体重実泄平均値の推移　（単位晦）

つ甘塩より発育値は低かった。

管囲：F種およびFD種ともほぼ標準範囲内の発育

を示した。

以上の結果から，体重および体各部位の発育をホル

協標準と比較すると，体重における発育状況は，F頓

およびFD種とも6カ月令までほぼ標準平均に近い発

育であった。6カ月令から12カ月令までは，両者と

も漸減し下限値に近づく発育をした018カ月令では，

両者とも下限値以下となり増俸は鈍化したが，24カ

月令に至ると標準範囲内に属し，特にFD種の増俸は，

著しく平均値を上回った。また．甘塩とFD種を比較

するとF工＝睦がおおむねF種より上位の発育を示した。

F種の体各部位の発育状況は，生後‘カ月令までは

標準平均値と同等であるが，12カ月令以降は，体高，

体長，朕角幅．尻長およびかん幅の各部位における発

育が鈍化し下限値に準ずる発育をたどった。しかしな

がら，胸深，胸囲および菅田の各部位は，標準平均値

とほぼ同様な発育をした。また．F D種の体各部位の

発育は，F踵の12カ月令前後における胸軋　胸探，

胸幅および8カ月令より24カ月令における坐骨幅を

除いては，上位の発育であった。

品 種　 月 令 生　　　 時 5 d 1 2 1 8 2 4

F
昭 5 8．4 ± 4．2 tl刀10 1．4 ± 門 u㊥ 1 75，4 ± 1 5、9 咽 2 8 8．2 ± 16．2 ㈹ 5 8” ± 18 ．4 （畑 4 5 8．8± 5 0．1

ア　D
（】釧 5 R l± 4．4 （】劫 1 0 8．5 ± 1 1．5 （19 1 7 5．4 ± 1鼠4 u胡2 9 2．5 ± 2 1．8 0秒5 9 5．8 ± 2 4．2 tl㊥5 10．2± 5 2．7

S 隠 4 ± 1 1．4 1陀 7 ± 1 4．4 1 7 8．0 ± 1 8．4 5 0 8．7± 2 8．4 4 5 4．5 ± 5 5．9 4 9 4 ．7± 4 5．2

注．S：ホル協標準平均値，（）内は例数

附蓑2　体各部位測定値の推移　（単位仰）

部　 位
占 種　 月 令

生　　　 時 5 d 1 2 1 8 2 4

体

F 7 5．0 ± 5．2 1 ま 8 8．8 ± 2．4 0 10 1，1± 1．5 8 1 1 4 ．4± 1．5 12 2 ．2 ± 2．0 6 1 2 ス2 ± 2．0 8

F D 7 4 ．8± 1．7° 9 0．8 ± 2．7 5 1 0 2 ．1± 5．5 8 1 帖．1± 5．0 7 12 5 ．5 ± 2．7 5 1 5 1．6 ± 5．2°

高
S d Z 5 十 5．4 8 7 9 ± 5．4 10 2 ．4 ± 5．5 1 1鼠 7± 5．d 1 2 8 ．2 ± 5．8 1 52 ．4 ± 5．8

体

長

F 7 1．d ± 1．5 9 9 0 ．2 ± 5．9 1 10 R O ± 5．9 7 1 2 7 8 ± 5．5 5 15 R 7 ± 5．0 0 1 4 Z d ± 4．5 4

F　D 7 2．0 ± 6．5 2 9 5 ．2± 5．8 5 1 0貸0 ±4 ．0 4 1 2 鼠1± 5．9 8 1 4 1．7 ± 4．5 0 1収 9 ± 5ノ 4

S 6 貸 1± 7 1 9 2 ．2± 5．7 1 0鼠8 ± 4．8 1 5 5．2 ± 4．0 14 8 ．7± 4．0 1封 ．5 ± 4．4

胸

園

F 7 8．8 ± 2．6 8 10 4 ．8 ± 4．5 1 27 7 ± 5．8 8 1 54 ．4 ± 2．d 4 1 7 0 ．7 ± 4．8 8 1 花 5± 5．5 7

F　D 8 1．2± 2．9 0 10 8 ．0± 4．9 1 1 2 8 ．1 ± 4 ．7 1 1 5 5．9 ± 5．9 4 1 75 ．4 ± 6．7 7 1 艶 ．8 土 工 5 1

S 7 5 ．7 ± 2．0 1 04 ．8± 4．1 1 2 6．8 ± 5．4 1 5占．2 ± ム 7 1 7 5．1± Z D 1 度 ．8 ± 8．9

胸

探

F 2 9 4 ± 1．8 5 5 8 ．1± 2．8 4 4 8．9 ± 1．8 0 5ス0± 0．5 7 虚 ．5 ± 1．5 5 占え5 ± 1．59

p　D 5 0．8 ± 1．5 8 4 0 ．2± 1．8 2 4 7こ4± 1．6 5 5 6 ．5± 1．7 8 6 5 ．7± 1．7 1 虚 ．5 ± 2．9 0

S 2 8 ．0± 1．9 5 8 ．7± 2．1 仏 8 ± 2．1 5 ヱ9 ± 2．5 8 4．5 ± 2．2 8 8．1 ± 2 ．2
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つづき

部 位 品 種　 月 令
生　　　 時 5 ‘ 1 2 1 8 2 4

胸

幅

F 1三 〇± 1．2 8 3 ．7 ± 1．1 2 5 0．8 ± 2．8 5 5 8．2± 5．5 0 5 R d± 5．4 1 4 4．7± 2．°5

F D 18．8 ± 1．5 7 お ．8± 1．砧 訝 ．8± 1．4 9 5 5．9士 2．5 2 4 2．4± 4，1 d 4 6．0 ＋ 2 7 9
－・

S 15．8 ± 0．5 24．5 ± 2．0 5 0．8 ± 2．4 5買 2＋ 2．8 4 5．9± 2．9 4占．d＋ 5 0

尻

長

F 2 5．1士 1．0 5 2貸 1± 1．5 1 5 4，5 ± 1．7 9 4 0．1± 2．0 7 4 4．7± 2．5 2 4 8．1± 1．7 2

F　D 2 2．2± 1．5 7 5 0．0± 1．0 8 5 5．1± 1．5 0 4 1．9 ± 1．5 1 4 5．6 ± 1．4 2 4 8．9 士 1．7 7

S 2 1．1± 1．8 奴 9 ± 1．7 鮎 ．5± 1．7 44 ．5 ± 1．8 4 8．9 ± 1．8 5 1．5 ± 1．9

膜
F 1 8．5± 0．°9 2 5．5± 0．8 9 5 m 7 ± 2．2 6 5 8 ．6± 1．4 5 4 5．0 ± 1．1 5 4 8．5± 1．2 1

角 F　D 18．2± 1．4 4 24．7± 1．1 1 5 0，°± 1．7 0 5 9 1± 1．7 5 劇 ．4± 1．4 0 4 9 0± 1．8 5

暗
S 1 5．0± 1．5 2 4．1± 1，5 5 1．5 ± 1．7 4 1．2± 1．8 4エ 5± 2．0 5 1．1 ± 1．2

か
F 2 1．7± 2．1 5 2 7 7± 1．8 1 5 2．7± 1．7 7 5史 5± 1．°5 吸 ．9 ± 1．4 2 4 8．0 ± 1．1 6

ん F　〇 2 1．5± 1．0 2 2 7 8± 1．5 0 5 2．8± 1．6 0 5見る± 1．19 4 5．8 ± 1．8 7 仏 0 ± 1．8 4

幅
8 2 0．8± 1．5 2 8．5± 1．7 5 4．0± 1．7 4 1．8± 1．7 4ム0 ± 1．7 48 5± 1．d

坐
℡ 14．0± 1．0 1 18 ．1± 1．5 1 2 2．4 土 1．8 1 2エ9 ± 1．d l 5 1．5 ± 1．78 5 4．7± 1．8 8

骨 F ．D 15．5士 0．8 4 1 8．5 ± 1．男 か ．0± 1．5 5 2 7 2± 1．9 1 5 0．6± 1．8 5 55．1± 1．7 4

幅
S 貸 9 ± 2．6 1ス 1 ± 2．0 2 2．4 ± 1．7 2 鼠 4± 1．8 5 ．2± 1．7 5 5．4 ± 2．0

管

囲

F 10．8 士 0．2 7 1 2．5± 0．5 1 ほ 9士 0．5 0 1 5．8 ± 0．4 2 1ス5 ± 0．5 1 1 8．1± 0．8 1

p　 D 1 1．1± 0．7 0 1 2．5 ± 0．5 8 14．0 ± 0．8 0 16．1± 0．鴇 1ス5 ± 0，4 9 18．2士 0．5 7

日 1 0．0 ± 0．7 1 2．5士 0．8 14．5 ± 0．6 1°．5± 0．7 1 7 5 ± 0．6 1 8．0 ± 0．8

注．例数は附表1と同じ。

ブリティシユ・フリーシアン種およびその交雑種に関する研究

第5報　泌乳成績について

中垣　一成・石田′」、十郎
（秋　田　県畜　試）

要を報告する。
1　ま　え　が　き

本県では，山腹畜産を背景とする放牧，群飼義の酪

塾経営類型に適応し，かつ，皇乳性を有する適品種の

造成を必要としている。

この一環として，昭和40年末，英国よりプリティ

シコL・フリーシアン塩の種雄牛2および雌牛5計7頭

を輸入し当場に紫毒した。以後，純粋種中，雌牛につ

いては純粋交配，種雄牛については現有ホルスタイン

種と交配し，その後代には十字交配を行い増殖してき

ている。本年度は，プリティシユ・フリーシアン種につ

いては．5度次までの発育および泌乳成績，交雑種に

ついては2産次までの成績がまとまったので，その概

2　試　験　方　さ去

1　供試牛

プリティシ∵ユ．フリーシアン毯15頭（輸入牛5頭

を含む），交雑種（以下F D種）10頭である。

2　飼養管理方法

試験牛群は当場における現有ホルスタイン種と同様，

夏期は人工草地に昼夜放牧を行い，補助飼料として濃

厚飼料（DCf〉15乳　TDyd5喀）を泌乳量の光恵を給

与した。冬期はスダニ／チヨソ牛舎に繋養し，乾草（体

重1喀），サイレージ（体重4～5偽），濃厚飼料は

泌乳量の％量を給与した。搾乳施設はバイプライン，


